平成２５年　第４回兵庫ユース委員会　　議事録
ユース委員会名語録『他の部署と違ってホワイト企業』
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　作成:白川　龍彦
日時：2013年　8月18日【日曜日】１３時０５分～１６時３０分
◆場所：神戸市青少年会館　６階　会議室
◆参加者
副委員長：白川龍彦(神戸垂水)、梅田華奈(はりま) 
各地区：小野雄基（尼崎）、北村宗豊(阪神さくら)、白石篤寛(はりま)、入江精(姫路)
アドバイザリースタッフ：藤澤拓也(神戸65団)
担当コミッショナー：家門秀行(宝塚5団)、藤尾盛二朗(西宮11団)

参席者：第12期VLAC米田烈(明石5団)
※田井委員長は所要のため欠席。
◆議長：白川副委員長
◆費用：21,300円(交通費)
◆報告事項
１、前回のユース委員会の報告
２、各地区の報告（報告のあった所のみ）
　　　尼崎地区： ８月３１日地区ユース会議（次期委員長をどうするか等）を行う。

阪神さくら地区：９月１日に西宮ワイルド塾の奉仕。9月16日に地区振興大会の奉仕。いずれもユースが実行委員会に入っている。8月18日夜のユース委員会で詳細を話し合う。
神戸地区： 8月12日に地区ユース委員会。ワッペンのデザインについて話し合う。
　　　　　　　１０月19～20日にkyss(神戸地区のユースキャンプ)を開く。
　　　はりま地区：８月１８日夜に第１回目の地区ユースの顔合わせを開催する。

　
３、夏季の活動（１６ＮＪ）に関する報告

　　①派遣隊指導者で参加した委員より

　　・アリーナショー(かつての大集会に相当)の直前にゲリラ豪雨に見舞われる。サイトが一面水びたしに。アリーナショーには行かずに水のかき出しをしていた。

　　②ＩＳＴ(情報コミュニケーション部)で参加した委員より
　　・ＩＣＴという名の部署なのにやっていることはパンフレットの封入など内職が中心だった。本部とＩＣT

との情報伝達がうまくいっていなかった。
・見学者(デイビジター)のＩＤチェックなどは最初は厳密にやっていたが、途中から適当になっていた。本来なら電子改札口を設置するなどせねばならないが、費用面などの問題が大きい。
　　・8/4のローバーナイトには参加。全国のＲＳが150人ほど参加していた。ファッションショー(おしゃれな服装をしたローバーが数人出てくる)のあと適当に談笑、撮影などして１時間くらいで終わる。
　 ③ＩＳＴ(県連派遣団提供プログラム：シティオブサイエンス・ソーラーカー体験)で参加した委員より
　 ・荒西国際委員長のもと、プログラムの提供に取り組んだ。
・地元小学生の見学者の扱いが雑。見学に来たのにどこのブースにも回れずに帰らざるを得なくなっていた子が多数。→県連派遣団提供プログラムの参加対象は原則として派遣隊スカウトだけだったが、兵庫は独自判断で見学者にも参加してもらっていた。
・8/5～6にローバー年代ＩＳＴによる豪雨災害復興支援ボランティア(山口県萩市)があった。自分は県連派遣団提供プログラムに参加のためいけなかったが、帰ってきたRSの表情から、とても大変だったことを感じられた。
４、青少年団体連絡協議会：幹事会に関する報告
　　今回は兵庫連盟事務局からの依頼により、２名のＲＳを幹事として選出。吉田拓馬(神戸第16団)、山本健太郎(神戸第58団)の各ＲＳ。
　◆協議事項
１、県ベンチャーフォーラム(８月３１日～９月１日。テーマ【自然災害や環境被害に備える】)について
スケジュール詳細の詰めを行った。
①全体スケジュール案(立案担当：梅田)、安全関係
・当日参加可能…２日間参加：梅田・入江・藤澤
　　　　　　　　　　　 １日目のみ：安達・白石・北村(～２日目昼)
　　　　　　　　　　　 ２日目のみ：白川(１日目夜～)
　　　　　　　　　　　 ※田井委員長は調整中。

・各プログラムの進行担当、役割分担を実施。
・アドバイザーはユース委員が担当。２日目のことは１日目夜のスタッフ会議で話し合う。
・食材を実際に調達する役目はスカウト委員会に依頼したい。
・ＶＬＡＣは班の議論には入らず、全体会進行を担当。
・安全担当者…１日目：梅田＆白石　２日目：梅田＆白川

②懇親会および朝の集い(立案担当：米田)
　 ・１日目15:20～15:50はVLACが中心となって茶話会。
　 ・２日目朝の集いの進行はVLAC。ユースのどなたかに簡単な話をお願いする。
③災害を想定したゲーム（立案担当：小野）
・災害発生の想定のもと、負傷者を運ぶ担架リレーを行う。このゲームの結果で、班ごとに作る献立が決まる。負傷者役のスタッフ３名は当日決める。
④食糧調達（立案担当：入江）
・献立案…１日目夕：牛丼＆豚汁　２日目朝：レトルトご飯・味噌汁・缶詰　２日目昼：ランチパック

・買い出しは付近のスーパーで行う。事前に食材を準備して取り置きできるかどうか確認する。
⑤備品関連（立案担当：北村）
・炊具関連は洞川にあるものを使いたい(藤澤ＡＤＳが確認)。ガスコンロは各地区から１６ＮＪに使ったものを持ってきてもらう。一部備品は北村委員が準備。
・フォーラムに必要な資材(文具類)はコミッショナークルーが準備。

⑥ファイヤー（立案担当：藤澤）
・まず大きい火を用意し、そこから班ごとに用意した火床にトーチを用い点火。班ごとにその日一日の振り返りを行う。
　　　
２、平成２５年度全国ユースフォーラム(９月２１日～２３日)の対応について
ひょうごユースフォーラムで参加者選出ができず、大学の授業や応募可能年齢制限などの都合もあり、8月18日時点で県内からの応募者がなかったので、申し出および協議の結果、ひとまず白川副委員長がユース委員会からはエントリーすることとなった(実際に行けるかどうかは隊長・団委員長・県連・日連の承認が必要)。今後、ひょうごユースフォーラムの結果などをも含め、県下のユース年代から全国にむけての意見を集約する。
ただし、他に県内から参加者の申し出があった場合の受け入れをストップするというわけではない。
３、ひょうごユースフォーラムの採択文の結果を受けた中長期計画について
　前回のユース委員会で、県ユース委員会として【ローバーリングの中長期的指針】について考えてくることとなった。今回の委員会までは安達・白川の２名が考えてきたので、それについて以下に示す。

・地区ユースでローバー活動について見直す勉強会のようなことをしたい。
・自分自身も含め、ユースとローバーの認識などあいまいなところもある。

・ローバーリングの分類は無限大だが、多くのローバーが自発的・受動的問わず【指導者型】にとどまってしまっている。
・各地区で勉強会の計画をし、県ユース委員会をその進捗状況及び実施結果の報告や情報交換の場とする。
・県ユースでユースとローバーの違いに関する勉強会を開くための補助(自分自身も勉強できる機会を設けるor県ユース主催でまずは勉強会を開く)をしてほしい。
・３年をめどに各地区で、信頼できるユース委員会担当（もしくは、ＲＳ担当）コミッショナーを専任できないか。
・５年をめどに、県連で【ユースとローバーの違い】についてガイドラインを出せないか。
・５年をめどに、指導者型にとどまらないＲＳの数を現在の倍に増やせないか。
コミッショナークルーより…
・ユース年代には、地区振興大会の司会など、後輩や多くの加盟員に姿を見てもらえるような『光のあたるところでの活動』をしてほしい。
・ユース委員会は、若手からの『参画』と『提言』を目的として設立された。現在のところ、理事会や他の各常設委員会に参席することにより、ユース委員会に報告内容を持って帰って議論したり、県合同野営大会のセレモニーの振興を担当するなど、ユースによる『参画』という点では概ねうまくいっている。
・これからはその先の、各常設委員会や県連・日連・ひいてはスカウト運動全体への、ユース委員会で議論した内容を以ってまとめた意見の提出、すなわち『提言』が求められる。
４、ＪＯＴＡ(ジャンボリー・オン・ジ・エアー)、ＪＯＴＩ(ジャンボリー・オン・ジ・インターネット)の対応
　今年も県連としてチャンネルを開設する。ユース委員に限らず、ユース年代(できれば、英語ができる)に参加してほしいとのこと。
国際委員会からは昨年のＪＯＴＡ、ＪＯＴＩにユース委員会から３名参加したことにより、この活動に関する情報は他年代より持っている(ことが多い)。そこで、まずは団内の他年代に個別でのＪＯＴＡ、ＪＯＴＩへの参加を呼び掛けてはどうか。
５、各常設委員会への出席
　　９月７日　(土曜日)　国際委員会　　梅田華奈
　　９月２９日　(日曜日)　県下地区コミッショナー会議
※原則として田井委員長が、県コミッショナーの要請を以って参加する。

　　１０月１２日　(土曜日)　野営・行事委員会　　※未定
　 ※１０月２７日（日）にはスカウト委員会・組織拡充委員会・指導者委員会と３つの委員会が重複しているので、早めに日程を空けていただければと思います。
◆次回：第５回　兵庫県ユース委員会
　　　 　　平成２５年１０月２０日（日）　※万障お繰り合わせのうえ、ご参加をよろしくお願いします。
　　　　 　午後１３：００～１７：００　神戸市青少年会館にて予定
　　　　　 議長；梅田副委員長
